
 

 日 時：平成 23 年 2月 15 日（火） 14:00～16：00   場 所：中予地方局 2F（松山保健所） 学生実習室      

 主 催：松山保健所 生活衛生課 

 参加者：東温市田窪区長、東温市横河原区長、東温市見奈良区長、えひめイヌ･ネコの会 2名、伊予市（市民生活課）1名、 

東温市（市民環境課）2名、久万高原町（環境整備課）1名、松前町（町民課）1名、砥部町（市民環境課）1名、 

国土交通省四国地方整備局松山河川国道事務所（河川管理課）1名、中予地方局建設部（管理課）1名、 

松山市保健所（生活衛生課）1名、動物愛護センター（愛護管理グループ）1名、松山保健所（生活衛生課）3名 

 内 容： 

 事業実施状況について、松山保健所より報告がありました。

（詳しくは、松山保健所ホームページ 動物遺棄防止対策

をご覧下さい） 

 当会より 11/1 髙須賀功東温市長に「東温市における犬・猫

の不妊・去勢手術助成金制度設置」の要望書提出の報告と

署名活動協力へのお礼を述べました。 

 12/7 に東温市で行った「東温市の野犬について考える会」

の議事録とその後の東温市からの返答を報告しました。 

その後、自由発言という事で当会より 

 捕獲処分ではなく、譲渡を考えて欲しい。 

 捕獲処分をしても減らない野犬の原因の対策に力を入れ

て欲しい。 

 

などの発言をし、現在野犬による被害を受けている住民も、 

当会も野犬がいなくなる事を望んでいます。 

目標は同じなので協力し合いましょうと提案したのですが、 

東温市住民代表の方々には当会が動物愛護団体である事から 

犬を助けたいだけだと、なかなか当会活動にご理解いただけず、

進行が止まる場面もありました。 

松山保健所は「この事業は 22 年度の単年度予算事業であるけど、

動物遺棄防止のきっかけとして行ったもので、 

22 年度だけで終わらせたくない」と言う考えとの事でした。 

当会もこれに大賛成です。せっかく出来たネットワークです。 

引き続き取り組んでいきたいと、早速会の終了後に 2 つの町と 

話し合いの約束をとりました。 

 

昨年 12 月 8 日（火） 東温市役所にて野犬の捕獲処分について考える会がありました。 

参加者：東温市民 2名、松山保健所職員 2名、東温市役所職員 3名、当会会員 3名 

12 月 5 日（日）  

当会に東温市民より、河原での犬の捕獲方法についての問い合わせがありそれを松山保健所に伝えたところ、 

市民を交えての会を開く事になりました。捕獲に使用している睡眠薬はブロバリン 15mg でした。 

捕獲方法等の議論後、捕獲処分という考え方だけではなく、野犬を作らない方向へ力を入れて欲しいという市民・当会の要望の結果、 

下記の事項が決まりました。その後の決定事項の実施を松山保健所に問い合わせたところ、 

1 月 24 日（月）に下記の返答がありましたので報告いたします。 

以下 
Ｑ: 決定事項     Ａ: 松山保健所と東温市からの返答 

Ｑ: 県の犬・猫収集車が来る日に里親希望者が来れば、譲る事は可能かもしれない。検討してみる。 

Ａ: 現在でも譲渡している事例あり。飼い犬及び飼い猫を引き取ったものは譲渡できないが、 

拾得した子犬子ねこや捕獲した子犬などでは譲渡可能。 

(ただし、譲渡動物の健康状態が確認できていないことについて理解を得られる希望者に限る） 

Ｑ: 子犬の譲渡会を開催できるように、県の動物愛護センターと相談してみる。 

Ａ: 愛護センターに相談してみたが、「現在東予及び南予での移動譲渡会は遠方に居住する方の利便性を考慮して現地で開催している。 

また、平成 23 年度に愛護センター業務の一部を民間委託することを検討しており、それに伴い人員（数）が削減されるため 

センター外での開催がいっそう限られた回数となることが予想されるため難しい」との回答であった。 

Ｑ: 市や公民館等に「犬・猫の遺棄・虐待は犯罪です」「遺棄罰金 50 万円以下・殺傷（虐待を含む懲役 1年以下罰金 100 万円以下）」 

のポスターを貼る。 

Ａ: ・東温市内の公共施設にポスターを 1月末までには掲示依頼する。 

   ・46 区には、狂犬病予防注射接種のポスターと一緒に配布する為時期が少し遅れる。 

Ｑ: 市の広報誌やＨＰ、その他、可能な限りのものに「犬・猫の遺棄・虐待は犯罪です」 

「遺棄罰金 50 万円以下・殺傷（虐待を含む懲役 1年以下罰金 100 万円以下）」を掲載し、市民に知ってもらうようにする。 

Ａ: 東温市で新規にチラシ 15,000 枚を作成し、東温市全世帯に配布を検討している（配布時期については、組入している人は広報と一緒に 

2 月初め、組外の人は 2月末に発送予定）ホームページ掲載については、新規コンテンツを作成中である。 

広報誌への掲載については、不妊去勢助成事業開始の告知と併せて実施予定。 

Ｑ: 現在行っている市の遺棄防止パトロール車に、何のパトロールか分かるものを装置する。 

Ａ: 年度末での執行が困難なため、来年度早々に掲示板を装着してパトロールする予定である。 

Ｑ: 今後も殺処分を減少するために話し合いを行っていく。 

Ａ: ご意見・ご提案等をいただき、継続したいと考えている。 

※東温市には犬・猫の保護施設が無い為、市役所では保護は出来ないしそれは、市の業務ではない。 

 松山市は中核都市なので、松山市自体で業務を行う。 他の県内の市は、県が業務を行う。 

  松山市で収容した犬猫の処分は県の動物愛護センターで行っていますがこれは松山市が愛媛県に委託して行っているのです。 

                        松山市の保健所＝松山市保健所（松山市萱町） 愛媛県の中央保健所＝松山保健所（松山市北持田町 地方局内）  


